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着物姿似合ってるでしょ？着物姿似合ってるでしょ？
　３月１日、 町内の保育園で 「ひな祭り」 が行われました。３月１日、 町内の保育園で 「ひな祭り」 が行われました。

　このうち、 有住保育園では、 ホールに七段飾りのひな人形が並ぶ　このうち、 有住保育園では、 ホールに七段飾りのひな人形が並ぶ

華やかな雰囲気の中、 ぞう組の女の子たちが着物に着替え、 お点華やかな雰囲気の中、 ぞう組の女の子たちが着物に着替え、 お点

前やお運びを体験しました。前やお運びを体験しました。



―世田米中学校、有住中学校
　たくさんの思い出をありがとう—

　令和６年３月 31 日をもって閉校を迎える「世田米中学校」と「有住中学校」は、４月４日、一つとな
り新設「住田中学校」として新たな歴史を歩み始めます。
　本特集では、両校の開校から閉校までの歴史を写真とともに振り返ります。

　

今
年
は
、
全
校
で
世
中
最
後

の
１
ペ
ー
ジ
を
作
り
上
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

先
輩
方
が
築
き
上
げ
て
き
た

歴
史
や
伝
統
が
途
絶
え
て
し
ま

う
の
は
寂
し
く
名
残
惜
し
い
で

す
が
、
こ
こ
か
ら
新
た
な
歴
史

や
伝
統
が
生
ま
れ
る
と
い
う
こ

と
は
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
世
田
米
中
学
校

と
い
う
母
校
の
存
在
を
忘
れ

ず
、
学
ん
だ
こ
と
や
身
に
つ
け

た
力
を
自
信
に
変
え
、
努
力
し

続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

母
校
の
存
在
忘
れ
ず
に

及
川
絢
音
さ
ん

世田米中学校世田米中学校のあゆみ有住中学校有住中学校のあゆみ

1947( 昭和 22) 年４月
世田米町立世田米中学校創立、世田
米町立世田米小学校内に併設
同日、大股分校を世田米町立大股小
学校内に設置
1954( 昭和 29) 年５月
世田米字川向に旧校舎完成
1984( 昭和 59) 年４月
大股中学校を統合し、大崎に新校舎
完成
1997( 平成９) 年６月
気仙地区中総体野球初優勝・剣道
女子５年連続優勝
2003( 平成 15) 年４月
長年にわたる木工創作活動が評価さ
れ ､創意工夫育成功労学校表彰・文
部科学大臣賞受賞
※これまで、文部科学大臣賞計２回、
農林水産大臣賞計 17 回、林野庁長
官表彰計４回、他多数受賞
2004( 平成 16) 年 11 月
県教育表彰「学校賞」受賞
(木工連続全国最優秀賞 )
2011( 平成 23) 年９月
総合文化部が全国子ども大正琴コン
クールビデオ部門最優秀賞
2019( 令和元 ) 年７月
第 66 回岩手県中学校軟式野球大会
有住中との合同チームで優勝
※東北大会出場
2023( 令和５) 年７月
第 70 回岩手県中学校バレーボール
大会
有住中との合同チームで女子３位
2023( 令和５) 年 12 月
総合文化部が第 24 回全国中学校総
合文化祭へ出場決定
※東北大会出場
2024( 令和６) 年３月
閉校

1971( 昭和 46) 年４月
下有住、上有住、五葉の３中学校を
統合して有住中学校と称し、それぞ
れを校舎とする
1972( 昭和 47) 年 12 月
上有住字櫃割に新校舎完成
1973( 昭和 48) 年４月
実質統合校として発足
1997( 平成９) 年１月
全校トレーニング開始
1998( 平成 10) 年 12 月
毎日カップ中学校体力つくりコンテ
スト「優良賞」　
※以降、通算 18 回受賞
2003( 平成 15) 年８月
気仙地区中総体陸上競技総合４連覇
 ( 男子 )
2004( 平成 16) 年８月
全日本中学校陸上大会　共通男子
400 ｍ優勝 (高橋佑輔さん )　
2006( 平成 18) 年４月
盛岡一周継走で男子優勝、女子３位
2006( 平成 18) 年 10 月
第 21 回岩手県中学校駅伝大会　
男子優勝 (大会新記録 )
※全国大会出場
2010( 平成 22) 年５月
有中ソーラン始まる
2013( 平成 25) 年 10 月
第 28 回岩手県中学校駅伝大会
男子優勝　※全国大会出場
2016( 平成 28) 年 11 月
優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰受賞
2023( 令和５) 年４月
緑化推進運動功労者内閣総理大臣表
彰受賞
2024( 令和６) 年３月
閉校

　

今
年
度
は
、
色
々
な
場
面
で

「
最
後
の
」が
付
き
、正
直
辛
く
、

苦
し
い
と
き
も
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
１
年
は
私
た

ち
だ
か
ら
こ
そ
任
せ
ら
れ
た
と

思
い
直
し
、
誇
り
を
も
っ
て
活

動
し
て
き
ま
し
た
。

　

先
輩
方
が
作
っ
て
き
た
有
中

魂
を
心
の
支
え
に
新
し
い
道
を

力
強
く
歩
ん
で
い
き
、
新
し
い

学
び
舎
で
仲
間
と
前
へ
進
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
私
た
ち
が
住
田
中
学
校
の

歴
史
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

有
中
魂
を
心
の
支
え
に

遠
藤
瞳
海
さ
ん
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町
長
施
政
方
針

　

２
月
27
日
か
ら
３
月
８
日
の
11
日
間
開
か
れ
た
３
月
議
会
定
例
会

に
お
い
て
、
神
田
町
長
が
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
決
意
を
、
松
高

教
育
長
が
教
育
行
政
推
進
に
係
る
考
え
や
施
策
に
つ
い
て
述
べ
ま
し

た
。
今
回
は
、
そ
の
内
容
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

令
和
６
年
度

は
じ
め
に

　
　
「
豊
か
な
緑
と
水
に
育
ま

れ　

安
ら
ぎ
と
に
ぎ
わ
い
が
調

和
す
る　

共
生
の
ま
ち　

住

田
」
を
基
本
理
念
と
す
る
総
合

計
画
は
、
５
カ
年
計
画
の
最
終

年
度
を
迎
え
ま
す
。
計
画
目
標

の
達
成
に
向
け
、
鋭
意
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「医
」

　

昨
年
「
住
田
町
の
在
宅
医
療

等
の
あ
り
方
検
討
会
」
を
設
置

し
、
本
町
の
在
宅
医
療
の
あ
り

方
の
み
な
ら
ず
、
今
後
の
高
齢

化
社
会
を
見
据
え
た
保
健
・
医

療
・
福
祉
・
介
護
事
業
な
ど
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
お
り
、
新
た
な
取
り
組
み
に

向
け
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
引
き
続
き
町
民
が

安
心
し
て
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ

続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
老

朽
化
し
た
住
宅
の
解
体
を
順
次

進
め
る
な
ど
適
正
な
維
持
管
理

に
努
め
、
火
石
第
二
団
地
と
中

上
団
地
の
廃
止
に
も
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

結
婚

・
子
育
て

　

結
婚
支
援
に
つ
き
ま
し
て

は
、
県
が
設
置
す
る
い
き
い
き

岩
手
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

「
ｉ-

サ
ポ
」
な
ど
と
連
携
し

た
相
談
対
応
や
、
引
き
続
き
入

会
登
録
料
の
助
成
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

健
康

　

野
菜
摂
取
量
測
定
器
や
体
組

成
計
を
活
用
し
た
事
業
に
取
り

組
み
、
一
人1

人
が
自
ら
の
健

康
状
態
を
デ
ー
タ
で
正
し
く
理

解
し
た
う
え
で
運
動
や
食
事
な

ど
の
よ
り
よ
い
生
活
習
慣
を
実

践
し
、
病
気
に
な
ら
な
い
、
病

気
の
重
症
化
予
防
、
健
康
寿
命

の
延
伸
を
目
的
と
し
た
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

福
祉

　

令
和
６
年
度
か
ら
第
７
期
障

が
い
福
祉
計
画
・
第
３
期
障
が

い
児
福
祉
計
画
に
基
づ
く
取
り

組
み
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
高
齢

ス
を
受
け
ら
れ
る
体
制
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「食
」

　
「
食
」
は
生
命
の
源
で
あ
り
、

健
康
や
暮
ら
し
の
礎
で
あ
り
ま

す
が
、
世
界
情
勢
の
混
迷
に
よ

り
、
生
産
現
場
は
大
き
な
影
響

を
受
け
て
お
り
ま
す
。
課
題
と

し
て
顕
在
化
し
た
食
の
安
定
供

給
や
自
給
率
向
上
に
対
す
る
取

り
組
み
、
肥
料
価
格
高
騰
対
策

へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
耕
畜

連
携
に
よ
る
地
域
循
環
型
農
業

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。　

「住
」

　

町
営
住
宅
に
つ
き
ま
し
て

は
、長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、

川
向
団
地
と
八
日
町
団
地
な
ど

の
住
戸
の
高
断
熱
化
、
フ
ロ
ー

リ
ン
グ
化
な
ど
の
改
修
を
引
き

者
や
子
ど
も
、
障
が
い
者
を
含

む
す
べ
て
の
住
民
が
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
住
民
と
関
係
機
関
、
行

政
が
協
力
し
あ
い
共
生
社
会
の

実
現
に
む
け
て
、
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。介

護

　

令
和
６
年
度
は
、
第
９
期
老

人
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険

事
業
計
画
実
施
の
初
年
度
に
あ

た
り
ま
す
。
人
口
減
少
が
進
む

本
町
に
お
い
て
、
誰
も
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
環
境
を
維
持
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
、
医
療
・
介

護
・
重
度
化
予
防
を
一
体
的
に

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

自
然
環
境

　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
、

サ
ル
な
ど
の
生
息
域
の
拡
大
に

よ
る
農
林
業
被
害
が
増
加
し
て

お
り
ま
す
。
鳥
獣
被
害
の
防
止

に
あ
た
っ
て
は
、
引
き
続
き
鳥

獣
被
害
対
策
実
施
隊
と
連
携
し

た
捕
獲
対
策
、
防
護
網
の
設
置

に
係
る
補
助
制
度
の
充
実
な
ど

侵
入
防
止
対
策
を
強
化
し
て
ま

い
り
ま
す
。

生
活
環
境

　

持
続
可
能
な
公
共
交
通
体

系
、
地
域
住
民
の
み
な
さ
ま
の

足
の
確
保
の
た
め
、
公
共
交
通

を
地
域
に
根
差
し
た
仕
組
み
に

転
換
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

考
え
て
お
り
、住
民
の
皆
さ
ま
、

交
通
事
業
者
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
地
域
公
共
交
通
計
画
を
策

定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特

性
に
応
じ
た
移
動
手
段
を
確
保

す
る
た
め
の
施
策
の
実
現
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
基
盤

　

４
月
に
住
田
中
学
校
が
開
校

す
る
こ
と
に
よ
り
普
通
財
産
と

な
る
旧
有
住
中
学
校
校
舎
、
体

育
館
お
よ
び
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ

き
ま
し
て
は
、
施
設
規
模
も
大

き
く
貴
重
な
財
産
と
考
え
る
一

方
で
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
維

持
管
理
に
は
課
題
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
施
設
の
調
査
や
分
析
を

行
い
、さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
、

そ
の
有
効
活
用
を
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

安
全

　

交
通
安
全
に
つ
き
ま
し
て

は
、
各
地
区
の
交
通
安
全
協
会

を
は
じ
め
と
し
た
各
関
係
団

体
、
警
察
、
交
通
指
導
隊
、
学

校
と
連
携
し
た
交
通
安
全
協
議

会
と
し
て
の
街
頭
で
の
啓
発
活

動
を
中
心
に
、
交
通
ル
ー
ル
の

遵
守
と
マ
ナ
ー
向
上
の
促
進
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災

　

近
年
、
想
定
外
と
い
わ
れ
る

規
模
の
災
害
が
全
国
で
頻
発
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
住
民
の
生

命
、
身
体
、
財
産
を
守
る
た
め
、

消
防
団
や
自
主
防
災
組
織
、
関

係
機
関
と
連
携
し
防
災
対
策
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、
大
規
模
な
災
害
ほ
ど

自
助
と
共
助
の
果
た
す
役
割
が

大
き
い
こ
と
か
ら
、
消
防
団
の

充
実
強
化
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
を
は
じ
め
と
し
た
自
主
防

災
組
織
の
充
実
強
化
、
町
総
合

防
災
訓
練
の
実
施
な
ど
地
域
ぐ

る
み
の
防
災
体
制
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

移
住
希
望
者
に
選
ば
れ
る
町

づ
く
り
を
推
進
す
る
に
は
、
ニ

ー
ズ
を
捉
え
課
題
を
解
決
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
関
係
人
口
と
若
者
や
女
性

が
交
流
し
な
が
ら
、
地
域
一
丸

と
な
っ
て
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

働
き
方

　

首
都
圏
な
ど
の
事
業
所
に
対

し
、
仕
事
と
学
び
複
合
施
設
で

の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
研
修
な
ど
の
事
業
内
容

を
説
明
し
、
会
社
が
「
し
た
い

こ
と
」、
町
が
「
で
き
る
こ
と
」

の
相
互
理
解
を
深
め
な
が
ら
、

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
に
よ
る
企
業
訪
問
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
、
町
内
へ
の
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

農
業

　

農
業　

　

地
域
の
皆
さ
ん
が
守
り
続
け

て
き
た
農
地
を
次
の
世
代
に
着

実
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、

関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
耕
畜
連
携
に
よ
る
高

機
能
バ
イ
オ
炭
の
活
用
に
よ

り
、
脱
炭
素
に
向
け
た
取
り
組

み
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

林
業

　

林
業
を
魅
力
あ
る
産
業
と
す

る
た
め
、
関
係
機
関
・
団
体
と

連
携
・
協
調
し
な
が
ら
、
川
上

か
ら
川
下
ま
で
の
効
率
的
な
木

材
流
通
シ
ス
テ
ム
の
強
化
を
図

る
と
と
も
に
、
森
林
認
証
制
度

や
担
い
手
対
策
、
木
材
利
用
促

進
な
ど
の
各
種
施
策
に
、
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

商
工
業

　

町
産
品
の
販
路
の
一
つ
と
し

て
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活

用
し
、
既
存
返
礼
品
の
魅
力
を

磨
き
上
げ
、
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
と

と
も
に
、
共
通
返
礼
品
な
ど
新

し
い
取
組
を
行
い
な
が
ら
、
事

業
者
の
商
品
開
発
や
販
路
拡
大

に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

観
光

　

町
内
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
さ
ら

な
る
魅
力
向
上
の
た
め
、
滝
観

洞
観
光
セ
ン
タ
ー
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
契
機
と

し
、
指
定
管
理
者
と
な
る
住
田

観
光
開
発
株
式
会
社
や
町
観
光

協
会
、
そ
の
他
町
内
関
連
事
業

者
と
よ
り
一
層
の
連
携
を
強
化

し
、
町
内
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
更

な
る
魅
力
向
上
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー

　

２
０
３
０
年
度
温
室
効
果
ガ

ス
削
減
目
標
お
よ
び
２
０
５
０

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に

向
け
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
脱
炭

素
の
視
点
を
も
っ
て
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま

す
。
本
町
で
は
、
今
後
導
入
す

る
公
用
車
に
つ
い
て
は
、
代
替

可
能
な
電
動
車
が
な
い
場
合
な

ど
を
除
き
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化

や
電
動
化
を
進
め
、
公
共
施
設

に
つ
い
て
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
化
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

行
政
経
営
の
基
本
方
針

　

人
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
職

員
の
能
力
開
発
を
含
め
た
人
材

育
成
の
た
め
、
継
続
的
な
国
・

県
へ
の
職
員
派
遣
研
修
、
本
町

独
自
の
庁
内
研
修
の
外
、
新
た

な
に
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
派
遣

研
修
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

財
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て

は
、
中
・
長
期
的
な
財
政
見
通

し
に
よ
り
計
画
的
な
運
営
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
し
い
社
会
に
対
応
し
、
住

民
生
活
の
利
便
性
と
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
目
指
す
こ
と
を

目
的
に
策
定
し
た
「
住
田
町
Ｄ

Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
推
進
計
画
」

に
基
づ
き
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
・

行
政
手
続
き
に
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
導
入
し
て
ま
い
り
ま
す
。　

結
び
に

　

住
民
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉

え
、
足
下
を
確
認
し
な
が
ら
、

ま
ち
づ
く
り
の
牽
引
役
と
し
て

の
役
目
を
し
っ
か
り
と
果
た
す

べ
く
、
さ
ら
に
努
力
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
す
が
、
議
員
な
ら
び

に
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
に
な
お
一
層
の

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
所
信

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



（7） 令和６年３月２５日　広報すみた（7） 令和６年３月２５日　広報すみた 広報すみた　令和６年３月２５日 （6）広報すみた　令和６年３月２５日 （6）

　令和６年４月以降に発行する納付書から、全国のコンビニエンスストアなどで納付することができます。
また、スマートフォンによる「スマホ決済」サービスを利用することも可能です。

令和６年４月から
コンビニやスマホでの納付が可能になります

利用できる税目など

・ 町県民税
・ 固定資産税
・ 軽自動車税
・ 国民健康保険税
・ 情報通信基盤施設使用料
・ 町営住宅家賃
・ 浄化槽使用料
・ 公舎料
・ 建物・土地貸付金
・ 給食費
・ 水道料
・ 下水道料

※介護保険料、後期高齢者医
療保険料、奨学金返還金は対
象外です

納付できる場所など

・ ＭＭＫ設置店
・ くらしハウス
・ スリーエイト
・ 生活彩家
・ セイコーマート
・ セブン -イレブン
・ タイエー
・ デイリーヤマザキ
・ ﾆｭｰﾔﾏｻﾞｷﾃﾞｲﾘｰｽﾄｱ
・ ハセガワストア
・ ハマナスクラブ
・ ファミリーマート
・ ポプラ
・ ミニストップ
・ ﾔﾏｻﾞｷｽﾍﾟｼｬﾙﾊﾟｰﾄﾅｰｼｮｯﾌﾟ
・ ﾔﾏｻﾞｷﾃﾞｲﾘｰｽﾄｱｰ
・ ローソン
・ ローソンストア１００

（50 音順）

※電子マネーなどではお支払
いができない場合があります

スマホアプリ
・ PayPay 請求書払い
・ LINE Pay 請求書支払い
・ ＰａｙＢ
・ 支払秘書
・ J-Coin 請求書払い
・ d 払い 請求書払い
・ au PAY （請求書支払い）

※お支払い方法は、各アプリ
の公式ホームページなどから
ご確認ください

利用できない場合
・ バーコードの印刷がない場
合（30 万円以上の場合など）
・ 金額を訂正している場合
・ 記載金額に満たない一部の
支払いを希望する場合
・ 破損や汚損などによりバー
コードが読み取れない場合
・ 納付期限から１ヶ月以上過
ぎた場合

　金融機関やコンビニなどに出向く必要がなく、納期ごとに
自動で引き落としされる口座振替が最も安心で便利です。
　ぜひ、口座振替をご利用ください。

取扱金融機関など
岩手銀行
大船渡市農協
ゆうちょ銀行

申込方法
　金融機関などの窓口で「口座振
替依頼書」を提出してください。

【持参するもの】
・ 通帳
・ 口座の届出印
・ 町税などの納付書

インターネットでもお申込みできます
【利用可能な金融機関】　岩手銀行
【必要なもの】　キャッシュカード
　　　　　　　（4桁の暗証番号）

【手続き先】　町ホーム
ページから「Web 口振」
で検索または次のＱＲ
コードからアクセス

★問い合わせ　３月 29 日（金）まで：税務課　☎46-3870
　　　　　　　４月 １日（月）から：住民税務課　税務係　☎46-2113

バーコードが印刷されている
ものが利用可能です

コンビニ

便利で確実、簡単な
口座振替をご利用ください

は
じ
め
に　

　

日
本
全
体
が「
人
口
の
減
少
・

少
子
化
・
高
齢
化
」
と
い
う
大

き
な
課
題
に
直
面
し
て
お
り
ま

す
。特
に
も
本
町
に
お
い
て
は
、

そ
の
進
展
が
顕
著
で
あ
り
、
学

校
教
育
分
野
に
お
い
て
は
、
早

急
か
つ
計
画
的
な
対
策
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
社

会
教
育
の
分
野
に
お
い
て
も
、

価
値
観
の
多
様
化
が
進
み
、
従

来
の
様
な
、
前
例
踏
襲
的
で
画

一
的
な
依
頼
で
は
、
町
民
の
参

加
や
理
解
は
得
ら
れ
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
本
気
で
向

き
合
う
た
く
ま
し
い
人
材
、
古

い
慣
習
や
経
過
の
み
に
と
ら
わ

れ
ず
、
新
し
い
価
値
を
見
い
だ

そ
う
と
す
る
人
材
が
地
域
に
求

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

子
育
て
支
援

・

就
学
前
教
育
の
充
実

　

本
町
に
お
け
る
子
育
て
支
援

策
で
あ
る
、
全
て
の
年
齢
の
保

育
料
の
無
償
化
、
土
曜
保
育
の

全
日
実
施
、
世
田
米
保
育
園
で

の
生
後
６
カ
月
経
過
後
の
乳
児

の
受
入
れ
な
ど
の
保
育
サ
ー
ビ

ス
に
は
、
今
年
度
も
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
保
育
活
動
に
お
け
る
子
供

の
安
全
確
保
と
家
庭
が
安
心
し

て
子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る
環
境

づ
く
り
、
園
児
の
一
人
ひ
と
り

の
個
性
を
尊
重
し
た
保
育
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。　

学
校
教
育
の
充
実

　

本
町
に
お
い
て
も
、
少
子
化

の
進
行
に
伴
い
、
小
中
学
校
の

児
童
生
徒
数
は
、
減
少
を
続
け

て
お
り
ま
す
。

　

小
規
模
で
あ
っ
て
も
、
ま
た

少
人
数
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
住

田
町
ら
し
い
一
人
ひ
と
り
に
目

が
届
き
、
き
め
細
か
な
教
育
を

行
い
、
子
ど
も
た
ち
が
将
来
の

夢
や
希
望
を
実
現
で
き
る
よ
う

に
指
導
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
は
、
令
和
４
年

度
か
ら
取
り
組
ん
で
来
た
文
部

科
学
省
研
究
開
発
学
校
指
定
の

最
終
年
度
で
あ
り
、
秋
に
は
全

国
よ
り
教
育
関
係
者
が
本
町
に　

訪
れ
、
学
校
公
開
が
開
催
さ
れ

る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

本
町
の
児
童
・
生
徒
数
の
減

少
が
深
刻
化
す
る
中
に
お
い

て
、
よ
り
良
い
教
育
環
境
の
整

備
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

中
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、
世

田
米
中
学
校
と
有
住
中
学
校
を

統
合
し
、
令
和
６
年
４
月
に
新

た
に
「
住
田
中
学
校
」
が
開
校

し
ま
す
。
令
和
６
年
度
に
お
い

て
は
、
統
合
の1

年
目
で
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
中
学
校
や
家

庭
と
の
情
報
交
換
を
行
い
、
円

滑
な
学
校
経
営
が
図
れ
る
よ
う

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

県
立
住
田
高
等
学
校
に
つ
き

ま
し
て
は
、
教
育
振
興
お
よ
び

生
徒
数
の
確
保
に
向
け
、
教
育

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
と

し
て
の
魅
力
化
推
進
事
業
な
ど

の
特
色
あ
る
取
り
組
み
を
継
続

さ
せ
て
い
き
ま
す
。

生
涯
学
習
の
推
進

　

地
域
に
住
む
人
々
の
生
き
が

い
と
安
全
・
安
心
で
健
康
な
生

活
を
保
持
し
、
多
様
で
個
性
的

な
自
己
実
現
を
図
る
た
め
、
自

ら
学
ぶ
こ
と
を
積
極
的
に
支
援

す
る
こ
と
の
で
き
る
豊
か
で
住

み
よ
い
地
域
社
会
の
構
築
が
求

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
や
地
域
づ
く
り
に

取
り
組
む
活
動
の
拠
点
で
あ
る

各
地
区
公
民
館
に
つ
き
ま
し
て

は
、
自
治
公
民
館
、
小
さ
な
拠

点
地
域
共
同
組
織
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
生
涯
各
時
期
に

お
け
る
幅
広
い
学
習
機
会
の
提

供
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

芸
術
文
化
の
振
興

　

心
豊
か
で
安
ら
ぎ
の
あ
る
地

域
社
会
を
築
く
た
め
、
優
れ
た

芸
術
文
化
に
触
れ
る
機
会
の
提

供
や
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る

場
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
郷

土
芸
能
の
伝
承
も
含
め
、
関
係

団
体
へ
の
支
援
や
自
主
活
動
グ

ル
ー
プ
の
育
成
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
特
に
も
、
郷
土
芸
能

に
関
し
ま
し
て
は
、
昨
年
に
各

地
に
お
い
て
大
祭
が
開
催
さ
れ

た
も
の
の
、
後
継
者
不
足
が
懸

念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
演
舞
の　

様
子
に
加
え
、
練
習
風
景
や
衣

装
の
着
付
け
な
ど
を
後
世
に
残

す
べ
く
、
映
像
の
保
存
へ
の
支

援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

ス
ポ
ー
ツ
を
身
近
に
感
じ
、

誰
も
が
気
軽
に
親
し
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

中
学
校
に
お
い
て
は
、
少
子

化
の
進
展
に
伴
い
、
現
状
の
部

活
動
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難

で
あ
る
こ
と
や
、
部
活
動
指
導

を
担
当
す
る
教
員
の
長
時
間
勤

務
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と

の
解
消
に
向
け
「
部
活
動
の
地

域
移
行
」
が
議
論
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
生
徒
の
保
護
者
、
学
校

教
員
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
関
係

者
と
検
討
を
図
り
、
具
体
的
方

針
を
作
成
す
る
こ
と
と
い
た
し

ま
す
。

教
育
長
行
政
演
述

令
和
６
年
度
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まちのホットな話題ＳＵＭＩＴＡうおっちんぐ！

地
域
で
作
る

子
ど
も
の
居
場
所

　

３
月
16
日
、
町
社
会
福
祉
協
議
会(

菅

野
孝
男
会
長)

が
主
催
す
る
「
子
ど
も
食

堂
講
座
」
が
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
研
修

室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
食
堂
と
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

無
料
ま
た
は
安
価
で
手
作
り
の
栄
養
の
あ

る
温
か
い
食
事
を
提
供
す
る
場
所
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
岩
手
県
こ
ど
も
の
居
場
所

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
支
援
事
業
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
川
守
田
栄
美
子
氏
を
講
師
に

迎
え
、
子
ど
も
食
堂
が
地
域
に
も
た
ら
す

役
割
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

講
座
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
参

加
者
か
ら
「
子
ど
も
食
堂
か
ら
地
域
の
居

場
所
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
」
な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

▲子ども食堂がもたらす役割と
重要性を学びました

▲ますます町のＰＲに貢献して
　くれることでしょう！

す
み
っ
こ
を
町
公
認

Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
へ

　

３
月
15
日
、
役
場
庁
議
室
で
町
観
光
協

会(

佐
々
木
慶
逸
会
長)

の
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
す
み
っ
こ
」
に
対
し
て
、
町
公

認
の
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
す
る
こ
と
の

認
定
証
を
授
与
し
ま
し
た
。

　

す
み
っ
こ
は
、
町
観
光
協
会
が
平
成
25

年
10
月
か
ら
２
か
月
間
に
わ
た
り
デ
ザ
イ

ン
を
公
募
し
、
町
民
に
よ
る
審
査
を
経
て

誕
生
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
、
誕
生
か
ら

10
年
間
に
わ
た
り
、
町
内
外
の
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
登
場
し
て
町
の
Ｐ
Ｒ

に
貢
献
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

認
定
を
受
け
、
佐
々
木
会
長
は
「
今
ま

で
以
上
に
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
町
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
た
い
」
と
す
み
っ
こ
へ
期
待
を
込

め
て
い
ま
し
た
。

世
田
米
地
区
で

高
齢
者
教
室
が
閉
講

　

３
月
15
日
、
町
農
林
会
館
で
今
年
度
最

後
の
世
田
米
高
齢
者
教
室
の
学
習
会
と
閉

講
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
町
教
育
委
員
会
が
町
内
５

地
区
公
民
館
単
位
で
展
開
し
て
お
り
、
こ

の
日
は
50
人
が
参
加
。「
人
生
１
０
０
年

時
代
～
私
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
～
」
と

題
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
わ
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ 

-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
事
務
局
長
で
健
康
運

動
指
導
士
の
菊
池
広
人
氏
を
講
師
に
迎

え
、
認
知
症
予
防
や
簡
単
に
で
き
る
体
操

な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

学
習
会
後
の
閉
講
式
で
は
、
修
了
証
と

皆
勤
賞
の
授
与
が
行
わ
れ
、
生
涯
学
習
活

動
へ
の
意
欲
を
新
た
に
し
、
今
年
度
の
活

動
を
終
え
ま
し
た
。

▲体を動かしながら認知症
予防を学びました

感
謝
の
気
持
ち
を
胸
に

町
内
小
学
校
卒
業
式

　

３
月
19
日
、
町
内
の
小
学
校
で
卒
業
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
世
田
米
小
学
校(

佐
藤
拓

巳
校
長)

で
は
18
人
の
児
童
が
卒
業
の
日

を
迎
え
ま
し
た
。

　

佐
藤
校
長
は
卒
業
生
に
「
み
ん
な
に
は

大
き
な
夢
を
持
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、

そ
の
夢
に
向
か
っ
て
努
力
を
続
け
て
ほ
し

い
」
と
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　
「
門
出
の
言
葉
」
で
は
、
６
年
間
の
思

い
出
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
保
護
者
や
先

生
、
地
域
の
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
の
言
葉
を

歌
と
と
も
に
届
け
る
と
、
卒
業
生
は
保
護

者
や
在
校
生
な
ど
に
見
守
ら
れ
る
中
、
一

歩
一
歩
踏
み
し
め
な
が
ら
思
い
出
の
詰

ま
っ
た
学
び
舎
を
後
に
し
ま
し
た
。

【
１
歳
６
カ
月
児
】

　

奥
間　

翔と

わ陽　

く
ん(

川
向)　

　

今
野　

虎こ
た
ろ
う

太
朗
く
ん(

新
切)

　

野
田　

音お
と
は芭　

ち
ゃ
ん

(

窪
田)

　

泉　
　

昂こ
う
た汰　

く
ん

(

竹
ノ
原)

　

中
舘　

梗き
ょ
う
か夏　

ち
ゃ
ん

(

日
向)

【
３
歳
児
】

横澤　孝
たかひろ

洋くん
（清水沢）

山内　萌
もえか

楓ちゃん
（川向）

地
域
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
「
地
域
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」

は
、
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
が
主
催
す
る
介
護
予
防
教
室

で
す
。
町
内
の
地
区
・
自
治
公

民
館
、
集
会
所
20
か
所
で
開
催

し
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
、
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。
ま
た
、
送
迎
も
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

日
々
の
運
動
不
足
を
感
じ
て

い
る
方
、
ま
だ
介
護
予
防
は
早

い
と
お
考
え
の
方
で
も
、
よ
り

早
く
か
ら
運
動
を
習
慣
づ
け
る

こ
と
が
健
康
に
つ
な
が
り
ま

す
。
そ
の
き
っ
か
け
と
し
て
、

ぜ
ひ
一
度
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

①
健
康
観
察

(
血
圧
測
定
、健
康
相
談
な
ど)

②
健
康
体
操

(

タ
オ
ル
体
操
、
脳
ト
レ
体
操
、

ス
ト
レ
ッ
チ
・
ラ
ジ
オ
体
操)

③
健
康
教
育
、
体
や
頭
を
使
っ

　

た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

■
各
地
区
の
日
程

　

全
戸
配
布
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

■
開
催
時
間

　

10
時
～
11
時
30
分

■
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
事
業

　

年
に
１
回
各
地
区
の
ミ
ニ
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
に
リ
ハ
ビ
リ
の
先

生
が
来
て
、
皆
さ
ん
の
体
の
悩

み（

膝
が
痛
い
、
腰
が
痛
い
、

腕
が
上
が
ら
な
い
な
ど
）
に
対

し
て
、
ご
自
宅
で
で
き
る
ス
ト

レ
ッ
チ
や
体
操
を
教
え
て
く
れ

ま
す
。
参
加
し
た
方
か
ら
は
、

「
と
て
も
よ
か
っ
た
」
と
の
声

が
多
く
毎
年
好
評
で
す
。

■
男
性
の
参
加
者
も
増
加
し
て

　
い
ま
す
！

　

こ
こ
数
年
で
男
性
の
参
加
者

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
男
性
の

方
も
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
46-

２
４
２
４

細川　渚
なぎさ

くん
（城内）

吉田　聖
せ な

那くん
（向川口）

菅野　蒼
あおい

唯くん
（世田米駅）

む
し
歯
ゼ
ロ
の

　
　
　
す
こ
や
か
ち
ゃ
ん

～
３
月
健
診
結
果
か
ら
～

▲堂々と前を向き新たな
一歩を踏み出しました



４月 19 日

山火事にご注意ください
　森林はいったん火災などで失われると、その大切な機能が回復するまでには何十年もの年
月と多大なコストを要します。
　貴重な自然を火災から守るために以下のことに気を付けましょう。

●山火事が起きやすい時期は？
　本町では、令和２年５月に林野火災が発生しております。３月から５月は１年の間で特にも乾燥が続
くうえに、風が強くなることから、山火事が集中して発生しやすい時期となっています。

●山火事が起こる原因は？
　消防庁統計資料によると、発生した林野火
災のうち原因が明らかなものについてみれ
ば、「たき火」が 31. ５％で最も多く、次い
で「火入れ」、「放火 (疑い含む )」、「たばこ」
となっています。
　林野火災の多くが人間の不注意などによる
ものとなっています。

●山火事を予防するために
　県では、３月１日から５月 31 日までを山火事防止運
動月間と定め、山火事に対する注意を呼びかけています。
　次のことに気を付けて山火事を予防しましょう。
・ たき火、野焼き、火入れをするときは、消防署に「火
　災とまぎらわしい煙または火炎を発するおそれのある
　行為の届出書」を提出すること
・ 火入れを行う際は、市町村長の許可を必ず得ること
・ 強風時および乾燥時には、たき火、野焼き、火入れを
　しないこと
・ 燃え広がりやすい枯れ草などのある場所では、たき火、
　野焼きをしないこと
・ たき火や野焼きの場所を離れるときは、完全に消火す
　ること
・ たき火や野焼きは 1人で行わず、水など消火の備えを
　すること　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

たき火
410件(31.5％)

火入れ
240件(18.4％)

その他
433件(33.3％)

マッチ・ライター
35件(2.7％)

放火(疑い含む)
103件(7.9％)

火遊び
18件(1.4％)

たばこ
62件(4.8％)

●山火事の特徴は？
　地理的、地形条件から、一度発生すると焼損面積が広範囲に及ぶ危険性が高い火災です。

表１「原因別出火件数（平成 29 年～令和 3年の平均）」
引用：消防庁統計資料

▲３月３日、春季防火パレードが行われ、
町内全域で山火事予防を呼びかけました

2024 年全国山火事

予防運動統一防火標語

「忘れない　山の恵みと　火の始末」

（11） 令和６年３月２５日　広報すみた（11） 令和６年３月２５日　広報すみた 広報すみた　令和６年３月２５日 （10）広報すみた　令和６年３月２５日 （10）

★問い合わせ
　企画財政課　政策推進係　☎ 46-2114

株式
会社

食の運送から

貸切バスまで

食の運送から

貸切バスまで

〒 029-2311　住田町世田米字日向 2-2

TEL　46-2130

■日  　時　４月 20 日（土）　10 時から 12 時まで
　　　　　　受付：９時 40 分から　※小雨決行
■場　　所　国指定史跡栗木鉄山跡周辺 (世田米字子飼沢 )
　　　　　　※雨天の場合は大股地区公民館で静物画の
　　　　　　　スケッチ
■内　　容　写真撮影およびスケッチ会 (風景や植物など )
■講　　師　気仙地区芸術文化協会連絡協議会　会長
　　　　　　千田　尚順氏 (彩光会　会員 )
■対 象 者　気仙管内在住の方　
　　　　　　※小学生以下は、保護者の方の同伴が必要
■募集定員　20 名程度 (先着順で受付します )
■受 講 料　無料
■持 ち 物　カメラ、筆記用具、スケッチブックなど
■申し込み　４月１日（月）から17日（水）まで

「フォト＆スケッチ」in 栗木鉄山
の参加者を募集します

気仙芸術祭文芸祭作品集を
販売します

　気仙在住または気仙
に縁のある投稿者 74 名
172 点の作品を集めた文
芸作品集です。
　購入を希望される方
は、町芸術文化協会（町
教育委員会内）の窓口に
て、1 冊 1,100 円で販売
していますので、ぜひお
買い求めください。

★問い合わせ　
　教育委員会　生涯学習係　☎ 46-3863

　「すみた森の案内人」の案内のもと、春の森林
公園を散策します。
■日　　時　４月 28 日（日）　10時～12時
■場　　所　種山ヶ原森林公園　
　　　　　　遊林ランド　駐車場集合
　　　　　　※遊林ランドのトイレは使用できま
　　　　　　　せんので、「道の駅ぽらん」のト
　　　　　　　イレをご利用ください
■定　　員　30 名　※参加料無料
■対 象 者　小学生以上　
　　　　　　※小中学生は保護者同伴
■申し込み　４月 24 日（水）まで

花と緑の鑑賞会
参加者を募集します



（13） 令和６年３月２５日　広報すみた（13） 令和６年３月２５日　広報すみた 広報すみた　令和６年３月２５日 （12）広報すみた　令和６年３月２５日 （12）

お知らせ ※行事の予定については、 各世帯に配布した「 健康とくらしの予定表」 でご確認ください。

日時　４月 17 日（水）
場所・時間　住田町農林会館　10時から 12時まで
場所・時間　八日町集会センター　14時から 15時まで

　大船渡保健所では、専門の医師
によるこころの健康相談を開催し
ます。事前予約が必要です。
■日時・時間　
４月 16 日（木）　14 時～ 16 時
■会場　陸前高田市役所
★問い合わせ　
大船渡保健所保健課　 ☎27‐9922

国民年金などに関する社会事務相談（４月分）

こころの健康相談（４月分）

　一関年金事務所では、下表のとおり社会事務相談会を開催します。
予約制のため、相談を希望する方は開催日の前日までにお申込みくだ
さい。　
★問い合わせ　一関年金事務所お客様相談室  ☎0191-23-4246

会場 開催日 開催時間
奥州市役所

(江刺総合支所 ) ４日（木）

10時30分～15時30分陸前高田市役所 18日（木）

大船渡市役所 25日（木）

各税納期限のお知らせ

■４月30日納期限
　固定資産税(１期)
　口座振替　４月25日

令和６年度起業奨励金の申請について

■交付対象者
　町内において、申請から２年以内に起業予定の方または、起業後６
カ月以内の方
■補助率（上限額）
　交付１年度目 10/10（上限150万円）～５年度目 6/10（上限90万円）
■申請受付期間　４月１日（月）～４月22日（月）
■申請方法
　申請書、事業計画書を記入の上、納税証明書を添えて農政課まで提
出してください。
★問い合わせ　３月 29 日（金）まで：農政課　☎46-3861
　　　　　　　４月 １日（月）から：農政商工課　☎46-3861

住宅用火災警報器の維持管理について

　いざというときのために、定期的に住宅用火災警報器の作動確認を
し、正常であるか確認しましょう。
○作動確認のしかた
　設置されている警報器に「テストボタン」がある場合は、ボタンを押
します。引きひもの場合はひもを引きます。正常であれば警報音や「火
事です。」などの音声が流れます。異常が無ければ警報音等は自然に止
まります。もし、「電池切れです」や「異常です」といった音声が鳴った場
合、電池交換をするか、新しい警報器と交換しましょう。
　詳しくは警報器の種類によって違いますので、付属の取扱説明書を
読んで確認しましょう。
★問い合わせ　住田分署 予防係　☎ 46 － 2119

　令和６年４月１日から相続登記
の申請が義務化されます。
　相続人は、不動産（土地・建物）
を相続で取得したことを知った日
から３年以内に、相続登記をする
ことが法律上の義務となります。
これは、所有者が亡くなったのに
相続登記がされず、登記簿を見て
も所有者がわからない「所有者不
明土地」が全国的に増加し、周辺
の環境悪化などが社会問題となっ
ていることが要因で法律が改正さ
れたものです。
　相続登記について不明な点があ
る場合は、お近くの法務局や登記
の専門家である司法書士・司法書
士会等にご相談ください。
★問い合わせ　
法務省民事局　☎ 03-3580-4111

相続登記の申請が
義務化されます

令和６年３月議会定例会の結果をお知らせします

議案 議決結果 議案 議決結果

令和５年度住田町一般会計補正予算（第５号）
の専決処分に関し承認を求めることについて

可決

住田町監査委員条例の一部を改正する条例

可決

令和５年度住田町一般会計補正予算（第６号） 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改
正する条例

令和５年度住田町国民健康保険特別会計補正
予算（第３号） 住田町職員の高齢者部分休業に関する条例

令和５年度住田町介護保険特別会計補正予算
（第３号）

住田町附属機関の設置に関する条例の一部を
改正する条例

手数料条例の一部を改正する条例 住田町個人番号の利用及び特定個人情報の提
供に関する条例の一部を改正する条例

住田町督促及び延滞金の徴収に関する条例 住田町公民館設置条例の一部を改正する条例

住田町税条例の一部を改正する条例 住田町立保育所設置及び管理に関する条例の
一部を改正する条例

住田町後期高齢者医療に関する条例の一部を
改正する条例

住田町特定教育・保育施設及び特定地域型保
育事業の運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例

住田町簡易水道事業給水条例の一部を改正す
る条例

住田町放課後児童健全育成事業の設備及び運
営に関する基準を定める条例の一部を改正す
る条例

住田町簡易水道事業の設置等に関する条例及
び住田町下水道事業の設置等に関する条例の
一部を改正する条例

東日本大震災復興基金条例を廃止する条例

介護保険条例の一部を改正する条例

住田町指定介護予防支援等の事業の人員及び
運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予
防のための効果的な支援の方法に関する基準
を定める条例

住田町指定居宅介護支援等の事業の人員及び
運営に関する基準等を定める条例の一部を改
正する条例

住田町指定地域密着型サービスの事業の人
員、設備及び運営に関する基準を定める条例

住田町営住宅の設置及び管理に関する条例の
一部を改正する条例

住田町指定地域密着型介護予防サービスの事
業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着
型介護予防サービスに係る介護予防のための
効果的な支援の方法に関する基準を定める
条例

道路占用料徴収条例の一部を改正する条例 高齢者生活福祉センターの指定管理者を指定
することに関して議決を求めることについて

道路法等の適用を受けない公共用財産の管理
に関する条例の一部を改正する条例

農林水産物直売・食材供給施設の指定管理者
を指定することに関し議決を求めることにつ
いて

国民健康保険事業財政調整基金条例の一部を
改正する条例

町道路線の認定及び変更に関し議決を求める
ことについて

滝観洞観光センター受付棟新築工事の変更請
負契約の締結に関し議決を求めることについ
て

町営住宅建物明渡し及び町営住宅使用料相当
損害金の支払いを求める訴えに係る和解に関
し議決を求めることについて

損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定
に関し議決を求めることについて



（15） 令和６年３月２５日　広報すみた（15） 令和６年３月２５日　広報すみた 広報すみた　令和６年３月２５日 （14）広報すみた　令和６年３月２５日 （14）

お知らせ ※行事の予定については、 各世帯に配布した「 健康とくらしの予定表」 でご確認ください。

住所 氏名 年齢 世帯主
小 口 洞 菅　野　清　司 93 本人

本 町 佐々木　嘉太郎 95 吉彦

合 地 沢 佐々木　國　松 98 謙吉

竹 ノ 原 紺　野　トキヨ 90 本人

八 日 町 松　田　貞　雄 94 亮二

お悔やみ申し上げます

お祝いお悔やみ
２月届出分（敬称略）

住所 氏名
日 向 　 佐々木　　一　♥　　未　雪

ご結婚おめでとう

交通安全情報 ２月末日現在
（　）内は年累計

人 身 事 故

物 損 事 故

飲酒運転検挙者

０件（０件）

６件（21 件）

０人（０人）

『薄暮時間帯の取り締まり強化中!!』

お詫びと訂正

　本紙２月号７ページ「４月から町の組織が変わり
ます」の文中、４月からの組織機構に誤りがありま
した。下記のとおり訂正し、お詫びします。

(正 )住民税務課　(誤 )住民生活課

横沢歯科医院

《訪問歯科診療受付中》
歩行が不自由で通院が困難な方は
お気軽にお問い合わせください

住田町世田米字大崎 25-1　☎ 46-3050

広告を募集しています
　「広報すみた」に有料広告を掲載しませんか？
　詳しくは、町ホームページをご覧になるか、
下記までお問い合わせください。
広告掲載料：１ヶ月あたり 3,300 円 ( 税込 )
★問い合わせ　
　企画財政課　企画係　☎ 46-2114

日 医療機関名 地区 電話番号
７日（日） 山浦医院 盛 26-3121
14日（日） 鵜浦医院 高田 55-2125
21日（日） 鳥羽整形外科医院 盛 27-1280
28日（日） 山崎内科医院 盛 26-4448
29日（月） うのうらクリニック 盛 21-3636

日 医療機関名 地区 電話番号
７日（日） ちば歯科医院 猪川 27-8727
14日（日） くまかみ歯科クリニック 赤崎 21-1888
21日（日） 峰岸歯科医院 大船渡 27-5535
28日（日） 横沢歯科医院 世田米 46-3050
29日（月） ほりのうち歯科医院 立根 27-5666

気仙歯科医師会 診療時間…9：00 ～ 12：00

気仙医師会 診療時間…9：00 ～ 17：00

４

陸前高田住田線・大船渡住田線の
バスの運行について

　岩手県交通株式会社の路線バス、陸前高田住田線（イオンスーパーセンター陸前高田～住田高校前
の平日４往復の運行）が令和６年３月 29 日をもって路線廃止となります。このことに伴い、町と陸
前高田市による定期運行路線の代替交通を運行します。運行業者につきましては、碁石観光株式会社
と有限会社奥州交通の２社が運行します。

平日 (変更後 )
イオンスーパーセンター

陸前高田　発 住田高校前　着

７時 00 分 ７時 57 分

11 時 40 分 12 時 37 分

17 時 20 分 18 時 17 分

住田高校前　発 イオンスーパーセンター
陸前高田　着

７時 00 分 ７時 57 分

９時 00 分 ９時 57 分

17 時 20 分 18 時 17 分

■運賃
　大人：200 円、小児・高校生：100 円、幼児 (未就学 )：無料、身体障がい者など：無料
　身体障がい者などと同乗する介護人：100 円
■路線
　住田高校前～世田米駅～地域診療センター～窪田～陸前高田駅～アバッセたかた前～高田高校前
　～高田病院前～イオンスーパーセンター陸前高田
　※地域診療センターと高田病院前は、土曜日は停車しません。
■運行について　平日３往復、休日２往復

　４月１日（月）から、路線バス大船渡住田線 (県立大船渡病院～住田高校前 )の休日便が運休となりま
す。また、一部ダイヤ改正があります。なお、大船渡盛岡線は継続して運行します。
　
詳細は、岩手県交通㈱のホームページでご確認ください。

※運賃や運行路線に変更はありません。

岩手県生涯学習審議会委員・
岩手県社会教育委員の公募について

　本県の生涯学習・社会教育振興施策に対する県民
の幅広い意見を反映させるため、委員の一部を下記
のとおり県民の皆様から公募します。
■募集人員　１名
■任　　期　７月１日（月）から２年間
■応募資格　
岩手県にお住まいの方で、年２回、平日に盛岡市で
開催される会議に出席できる方
■応募方法　応募申込書兼履歴書１通
　　　　　　作文「生涯学習・社会教育について思　　　　　
　　　　　　うこと」800 字程度
■受付期間　５月７日（火）必着
■提出先・問い合わせ
県教育委員会事務局生涯学習文化財課生涯学習担当
☎ 019-629-6176 mail:DB0005@pref.iwate.jp

★問い合わせ　３月 29 日（金）まで：町民生活課　☎46-2113
　　　　　　　４月 １日（月）から：住民税務課　☎46-2113

住田町世田米字川向 34-3 ☎ 46-2483

土曜日の運行時刻については、変更ありません。
詳しくは、右ＱＲコードから町ホームページの「バス時刻表」でご確認ください。
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【作り方】
①じゃが芋は皮をむいて一口大
　に切り、分量の牛乳に水を加
　えて(浸る位の量)火にかけ、
　粉ふき芋にする。
　（ホーロー鍋かフッ素加工樹
　脂のフライパンを使用）
②菜の花は熱湯でサッと茹で、
　冷水に取ってかるく絞り、１
　ｃｍ長さに切る。
　人参はいちょう切りにして、　
　熱湯でサッと茹でる。
③ボールに①②、Ａを加えて味
　付けをし、出来上がり！

《材料》４人分
じゃが芋　　　200ｇ
牛乳　　　　　100cc
水　　　　　　適　量　　
菜の花　　　　100g
人参　　　　　40g
マヨネーズ　　大さじ２
粒マスタード　小さじ１
塩　　　　　　少　々
黒コショウ　　少　々　

１人分栄養量　126kcal　
　　　　塩分　0.3g

おいしく＆ヘルシー　減塩レシピ
◇高血圧や糖尿病などの生活習慣病を予防する
　おすすめ料理を紹介します！！

★問い合わせ　
　保健福祉課　46-3862

牛
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。

世田米中学校、 有住中学校閉校記念式典

4,783 人

2,069 世帯

2,359 人（-７）

2,424 人（-３）

（-10）

（-４）

町民の動き ２月末日現在※（　）内は前月比

人　口

世帯数

男

女

▲両校の校旗は町教育委員会へと返納されました

Ａ


